BUFFALO 


S5MOW05 厭 Jl げンリ-ズ 

BSMOW 06 ( 殼穀)ソトズ 

取扱説明書 


まをにお巧いいただくためにおずおずりください 


A 絶加こ巧ってはいけないことを記載しています。この表示のを意事 
項を守らないと、使用者が死 t または、重をを負う危陵が差し迫って 
生じる可能性が想定される内容を巧しています。 

危除 

-電池を取り扱うときは、次のことをおずりくださし、。 

•分解、改造、修理しなし、。 

•電極の (+) と(一)を針金等の金属で接続しない。また、金属性の 
ネックレスやヘアピン、カギ等と一緒に持ち運んだり、保管したり 
しない(接触し、シヨートする危険性があります)。 

•火の中に投入したり、100てが上の高温の場所やかの中に放置し 
ない。 

•卸を刺したり、かなづちで叩いたり、踏みつけたりしない。 

政上のことをホらないと、液漏れ、発熱、発火、破裂等が起こり、やけ 
どやケガをする恐れがあります。 

-電池は乳幼巧の手の届くところに置かないでくださし、。 

電池を誤って飲み込む t 窒息や中毒を起こす危険があります。特 
に小さなお子様のいるご家庭では、手の届かないところで保管•使 
用するなど、ご注意くださし、。万一、飲み込んだ場合は、直ちに医師 
の治療を受けてください。 

A 絶対に巧ってはいけないことを記載しています。この表示の指示を 

/1 \ 守らないと、使用者が死 t または重傷を負う可能性が想定される 
f • \ 内容を示しています。 

警ち 

-電池を取り扱うときは、次のことをお守りくださし、。 

-電極の什)と (一) を間違えて挿入しなし、。 

•消耗しきった電池を入れたままにしない。使用済みの電池は、地 
ち自治体の条例に従って正しく処分する。 

•長期間使用しないときは、電池を取り外し、常温の乾燥した場所 
に保管する。 

が上のことをずらないと、液漏れ、発熱、発火、破裂等が起こり、やけ 
どやケガをする恐れがあります。 

-電池を使用、交換するときは、指定の電池を使巧してください。 

指定が外の電池を使用すると、液漏れ、発熱、 発火、 破裂等が起こり、 
やけどやケガをする恐れがあります。 

-電池内部の液が漏れたと寺は、液に触れない。 

やけどの恐れがあります。もし、液が皮膚や巧服についたときは、す 
ぐにきれいなかで洗い流してください。液が目に入ったときは、失 
明のおそれがありますので、すぐにきれいな水で洗い、医師の治療 
を受けてください。 

A この表示の注意事項をずらないと、使用者がケガをしたり、物的 
損害の凳をが想をされる内容を示しています。 

注意 

-本製品を次の場所に設置しないでください。感電、火災の 
原因になったり、製品に悪影響を与える場合があります。 

強い磁界、静電気、振動が発生するところ、平らでないところ、直射 
日光があたるところ、火気の周辺または熱気のこもるところ、漏電、 
漏水の危険があるところ、油煙、湯気、湿気やホコリのをいところ。 

-本製品を落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。 

-本製品の分解や改造や修理を自分でしないでください。 

-本製品を廃棄するときは地ち自治体の条例に従ってくださし、。 

ij • 異常を感じた場合は、即座に使用を中止し蜂社テクニカ 
I ルサポートセンターまたはお買い上げの販売店にご巧談く 
I ださい。 



マウスごほ用時のま意 

-センサー部分を巧したり、傷つけたりしないでください。 

-ボタンが常に押されているが態や、マウス本体が常に 
動かされているようなが態が長く続くと、電ミ也の消'耗が 
早くなりますのでま意してくださし、。 

•力/《ンや袋などに入れて持ち歩くと刮ホ、電源を OFF に 
してください。 

巧ぎ式マウスご使用時のま意 

光学式読み取りセンサーの性質上、光おのある面や透明 
な面、色柄の激しい場所では認識率が低下したり読み取 
れない場合がありますので、ご使用にならないでくださし、。 
やむを得ずご使用になる場合は、マウスパッドなどをマウ 
スの下に敷いてくださし、。 


品が液す揃ラス賊ごとを 

♦マウス(本体）1台 


Low バッテリーインジケーター 



なります。 


•レシーバー1台 


♦アルカリ単4乾電池2本 
※動作確認 用 



•取扱説明書(本書）1枚 




1. マウス本体底面の電池カバーを外します。 


r # i 電池力/《一をがす隙は、 m などが傷つかなようにご注意 
必ください。 

ま意 


2. 電池ボックスは2段構造になっています。 

1個目の電池を、白の表示シートの上に乗せて、板状になっている 
端子に、一極が接触するように、奥のほうに入れます。 

《+と一を絶対に間違えないでくださし、。 



3. 2個目の電池も、白の表示シートの上に乗せて、スプリング状になつ 
ている端子に、一極が接触するように （1 個目の電池とは逆向き)、 
奥のほうに入れます。 

《+と一を絶対に間違えないでくださし、。 



4. 電池カバーをおり付けます。 




ドライバーのインストールについて 

本製品はパソコンの USB ポートにレシーパーを接続すること 
で、自動的にドライバーがインストールされ使用が可能になり 
ます。 


出来るだけ周りが空いている USB ポートに接続して 
ください。周りが狭い USB ポートでは、電波到達距離 
が短くなる場合があります。 


マウスとレシー/ く一のペアリング(接^)方法につして 


r /| マウスを操作するには、最初にコネクト作業がぶ、要です。 
1•乂下の手順で行ってくださし、。 

まるまた、レシーバーをパソコンに接続する際に 、 CONNECT 
ボタンに帥れないようにご注意くださし、。 


1 . マウス本体の電源スイッチを ON にします。 

2‘） くソコンの USB ポートに接続した状態でレシー/ く一の CONNECT ボ 
タンを押してください猫く押さえる必要はありません)。 

3. レシーバーの LED が約15秒間ホく点滅します。その間にマウス底面 
の CONNECT ボタンを1秒程度巧してください。レシバーの LED が消 
なしたら接続完了です。 



レシーバーの LED がホく点滅して 
いる間にマウス底面の CONNECT 
ボタンを押す。 




マウス本体にレシー/ く一を収納できます 

本製品を持ち運ぶときに便利なように、マウス本体にレ 
シ —! く一を収納することができます。 



電ミせ巧量表示について 


マウス本体の Low バッテリーインジケーターが点灯または、レ 
シーパーの Low バッテリーインジケーターが約1砂、間隔で 
ゆっくり点滅するとさは、電ミ也巧量が不足しています。 


r # 上記のように Low バッテリーインジケーターが点打 
• d または、点滅しましたら電池を交換をしてください。 
'ちを ご使用を続けるとペアリングがはずれマウスが動か 
なくなります。 



スリープモー ドに ついて 

本製品は約8分でスリープモードになります。 

復帰させるにはマウスのボタンをクリックしてくださし、。 

動かない場合は？ 

-[マウスとレシーパ'-のペアリング(接撤方法について]を 
再度行なってください。 

-電池が切れていないか巧認してください。 


( 曲離 

-非磁性体(木の机など）^約 1.0 m 
-磁性体(鉄製の机など）^約 0.2 m 
《弊社テスト値につき、保証値ではありません。 


お問い合わせ 


お問い合わせについては、乂下の順にてご確認し、ただをますようお願いいたします。 

マニュアル师刷物、添付 CD 等)をこ懼認くださし、。 


弊社ホームページにて 最新 FAQ 情報、最新ドライバダウン 
ロードを ご確認ください。 


:—ムぺージ 


http://buffalo-kokuyo.jp/support/ ^ 

上記で改善しない場合は、 テクニカルサポートセンターへ 

お問い合わせください。 


Web でのお巧い合わせ先 


http://bufTalo-kokuyo.jp/support/toiawase/ 


FAX でのお問い合わせホ 


050 - 5805 - 9384 


電話でのお問い合わせ先 


※電話番号はお掛け間違いのないようにご注意くださし、。 


050 - 3163-3177 


月〜±(日•祭日、年ホ年始除く） 
9:30 ~ 12:00/13:00 ~ 18:00 


※〇50から始まる IP 電話を利用しています。 



保証 契約約款 


この巧款肤お客様が磨入された醉社製品について、修理に閲する保なのを件等を規定するものです。お客様 
が、この約款に規定されたを項に同意頂けない場合は保証契約をあリミ肖すことができますが、その場合は、ご 
暦入の製品を使用することなく販売店または辟姐[ご返巧下さし、。なお、この約訊なり、お客様の法律上の 
おおが制阻されるものではありません。 

第1を(定養） 


I この約款において、「保証書」とは、保狂が間 
重要な証明書をいいます。 

2この約款において、「巧簡と肤お客なが正しい使 
ても、製品が正常に機能しない状態をいいます。 

3な雕款において、「無償^と比製品*领障した齡、巧 
4この約款において、「お償保班 J と肤この約款に規 
理をち'約ますることをいいます。 

5この約款において、「有償修理 J とは、製品が巧障し 
ら責用 


に製品が巧障した場合に弊社が修理を 
.しい使巧方法にちづいて製品を作動さ' 


を行うことを約した 


せた場合であつ 


章した場合であって、お償保証が適巧されないとき、 

お客なから責用を頂戴して路社が巧う当該巧簡固巧の修理をいいます。 

6この約款において、「數品」とは、辟社が販売に際してお包されたもののうち、本体部分をいし、、付属 
品および添付品などは含まれません。 

第媒腑償保証） 

1製品が巧障した場合、おぎ様は、保証書に記載された保面期間内に巧社に対し修理を依頼すること 
により、お償保証の適巧を受けることができます。但し、巧の各号に掲げる場合は、保面巧間内であっ 
てもが償保前の適用を受けることができません。 

2修理をご依頼される際に、保函書をご提示頂けない場合。 

3ご提示頂いた保記書が、製品るおよび製品シリアル No . 等の重要事項がホ記入または修正されてい 
ること等により、偽造された疑いのちる場合、または製品にき示されるシリアル No 等の重要ま項が 
ミ肖去、刖除もしくは巧ざんされている場合。 

4販売店様が保面書にご購入曰の証明をされていない場合、またはお客様のご購入曰を確認できる書 
類（レシートなど)が添付されていない場合。 

5お宮樣が製品をお買い上げ頂いた後、お客様による運送または移動に据し、落下または衝單等に起 
因して巧瞎または破損した場合。 

6お客様における使用上の誤り、不当な改造屯しくは修理、または、巧社が指定するものなかの機器と 
の接続によリ巧障または®損した場合。 

7义欺地黨落霞風水害、その他天変地を、または、異常電圧などの外部的要因により、巧障または 
破損した場合。 

8ミ肖耗部品が自巧摩耗または自然劣化し-消耗部品を巧り換える場合。 

9前を号に掲げる場合のほか、故障の原因が、おち様の使用ち法にあると認められる場合。 

第3条(修理） 

こ^^の規定1なる^^成巧のを号に規定する条件の下て弓封®します。 

1修理のご巧頼時には製品を弊社テクニカルサポートセンターにごを巧くださし、。テクニカルサポートセンターについ 
ては各製品添付のマニュアル(電子マニュ乃レを含みます)または/かケージをご確認〈ださい。尚 
担とさせていただきます。また、ごち巧喊こは宅配便など送付捏^が残るちまでごち巧くださし、。坦 
します。 

2修掛ま、製品の分巧または部品の交換もしくは捕修により巧います。但し万一、修 a 
または修理費用が製品価巧を上回る場合には、保証対象の製品< 

する化の觀品と巧換するまによリ対応させて頂く事があります。 

3ハードディスク等のデータ記憶装置またはメディアの修理に際しましては、修理の内容により、ディス 
クもしくは製品を交換する場合またはディスクもし <はメディアをフォーマットする場合などがござい 
ますが、修理の際、巧社は記憶されたデータについてバックアップを作成いたしません。また、辟社は 
当該データの破潰、消失などにつき、一切の責任を負し巧せん。 

} お償條理により、で換された旧部品または旧裂品薄ま、巧祉[て適宜お案処分させて頂きます。 

)、弊社にて適宜廃棄の分させて頂き 
ず、旧部品等を返品いたします。但し、 

ヒご意向に添えない場さもございます。 

第4条晚責事項） 

I お客様がご購入された製品について、解社レ 
巧または不法行為に基づく損害賠償責‘ 


ボ ーh センターについ 
、。版送料は送付元負 
、。邸沒ま固くおがり致 

を理が困誰な場合 
またはそれが上のせ能をち 


:などにつき、 

ムで換された旧部品ま； 

;有償條理により、巧おされた旧部品または旧製品等についても、 
ますが、修理をご依頼された際にお客様からお知らせ頂ければ、 
部品の性質上ご 


I お客様がご購ス 
巧または不法だ 
>も-纖で谣入去 


‘、解社に巧意または重大な過失げあった場幸 
!責任は、当該製品の購入巧金を限度と致し弓 
一こぉ疵があつた場を I もこのが鼠;の規をにかかわらず 


ちたは重大な過失げあった場合を除き、读お不履 
友します。 


征するものではあリません。 


するちので 

記憶禁里について、記憶されたデータの消失または®損について保証す 
第5条(有如範囲） 

この約款は、日本国内においてのみち巧です。またおみでのご巧巧につきましては、お社はいかなる保 
函もいたしません。 


修理品の発送先 ( A ) 

く送付先> 

干 470-1 121 愛知県豊明ホ西川町島原 1-1 
バッファ ローコクヨ サプライ修理センター巧 


•裝品の仕様、デザイン、および本書の内容については、改良のため予告なしに変更 
される場合があり、現に購入された裝品とは一部異なることがあります。 
• BUFFALO ™ は、株式会社メルコホールディングスの商標です。本書に記載されてい 
る他社製品名は、一般に各社の商標または登録商標です。本書では、 TM 、®、 ◎などの 
マークは記載していません。 

株な会社バッファロ-コクヨサプライ 第2版発行2010/11/26 

BSMOW 05/06 ソズ取扱説明書 KM 00-0139-02 































































































































































































